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解説

★★ （1） 音さのように音を発する物体を「音源」という。

★★ （2） 音さは音を発しているとき振動している。

★★★★ （3） Hz（ヘルツ）＝振動数÷秒より、図2のグラフから読み取ると2（回）÷0.004（秒）＝1000÷2＝500Hzとなる。

★★ （4） 弦の長さが長いと音の高さは高くなる（ウ）。

★★★ （5） 弦が太いと音の高さは低くなる（ウ）。

★★ （6） 弦を強く張ると音の高さは高くなる（ア）。

★★★ （7） 最も大きくて高い音は、振幅が最も大きく（音の大きさ）、振動数が最も多い（音の高さ）ものを選ぶとよい。

★★★ （8） 5.1ｋｍを15秒かかったということは、式は5100（ｍ）÷15（秒）＝340ｍ/sとなる。

★★★ （9） 光の速度は音の速度よりはるかに速い。※音の速さは約340ｍ/s、光の速さ299792458m /s
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ウ ア

音よりも光の速さの方が速いから。

音源 振動 　　　　500　　　Ｈｚ ウ イ
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　　　340　　ｍ/秒
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目標時間

20分3.音の性質（解答）

単元3 身近な物理現象

★・・・簡単 ★★・・・少し簡単 ★★★・・・標準 ★★★★・・・少し難しい ★★★★★・・・難しい ★★★★★★・・・かなり難しい
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